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＜審査結果の要旨＞  

１、研究の概要と価値 

本研究は、新卒看護師の視点から考える臨床現場における現代の新卒看護師が認識する実地指導

者からのサポートを評価できる尺度を開発し，新卒看護師が認識する実地指導者のサポートがバー

ンアウトに及ぼす影響を明らかにすることと目的とし、【研究１−１】グループインタビュー法によ

る新卒看護師と実地指導者の具体的な関わり内容のカテゴリー化、【研究１−２】新卒看護職員に対

する質問紙調査による実地指導者のサポート尺度の開発、【研究２】新卒看護師に対する質問紙調査

に基づく新卒看護師のバーンアウトの因果モデルの作成を行なった。その結果、新卒看護師が認識

する実地指導者のサポートおよび職務不満がバーンアウトに直接影響すること、実地指導者のサポ

ートが看護の充実感に影響し職務不満に影響していることなどを明らかにした。 

本研究の実施に当たっては、本学倫理審査委員会の承認を得た上で実施しており、質問紙は無記

名であり、対象者には配布文書にて研究の目的等を説明するとともに、質問紙への回答をもって調

査への同意とすることを伝えており、倫理的な問題はないと考えられた。 

本研究の新規性は、実地指導者のサポートを感じていると看護の充実感を高め，職務不満が低減

するなど、先行研究では明らかとされていない新知見が得られ、実地指導者から新卒看護師に対す

るサポートを充実することによりバーンアウトの低減につながることが示唆されたことである。 

２.審査経過 

審査会において、本研究の限界と今後の課題について追記を行うこと、実地指導者の重要性や臨

床における看護の視点等を含めて考察や提言を加筆修正すること、などが指摘され、論文の修正を

求めた。その結果、適切に加筆修正されたことを審査員全員で確認した。 

3.口頭試問 

  口頭試問において、尺度の開発方法、研究デザイン、データ分析等について具体的な研究過程の

説明を求めたところ、適切に応答した。 

  以上の審査結果から、審査会の審査員全員は本論文の著者に博士（看護学）の学位を授与するに

十分な価値があるものと認めた。 
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